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議会棟大会議室に議員２４名全員と市長ら 
市の幹部職員参加で行われた議会全員協議会＝８月３日 

 

「言論の府」の殿堂  取手市議会・議会棟 

桑原開発予定地域に広がる広大な水田 
(桑原の跨線橋から国道６号方面を見る) 

６月定例市議会は、

日程大幅短縮、「新型コ

ロナ」質問禁止、４．

２億円を超える「コロ

ナ」対策予算案の質疑

は、会期前のオンライ

ン説明を理由に３分、

委員会付託省略、議案

も請願も実質審議抜き

でした。 

市民から「今こそ議会の役割が大事」「今、コロナ

抜きで市政の何を質すのか」「議会が総力を挙げコロ

ナ対策を」との声が広がりました。 

 

議会挙げての感染症対策への転換を     
 

「『議会感染症対策会議』で議論している」からと

いうのが６月議会の「コロナ質問」禁止の主な理由で

した。「同会議は議長・副議長・各会派代表等で構成

された任意の組織です。市政の全分野にわたる「コロ

ナ」対策には、市民の多様

な願いを最大限に反映さ

せる事が必要です。日本共

産党は、一致点での共同と

ともに、市民の負託を受け

た全議員・会派を尊重し議

会の全機構挙げての取り

組みを求めています。 

 

議会より大事な市長

の公務って？       

 

８月７日の臨時議会は、

２３億８９００万円の「コ

ロナ対策」予算案を審議す

る「コロナ禍」の重要な議

会です。市長は、議会当日

の公務都合により時間短

縮（本会議の議案説明省

略）と１０時の開催時間を

９時に変更することを議

会に要求。議会運営委員会

はそれを認め、市長は、議

案の事前説明（４日）を行

いました。 

取手市議会会議規則で

も１０時開催を定めてお

り、市長にとって最大の公

務である議会よりも他の

公務優先は、議会軽視の批

判を免れません。 

 

休憩で話まとまる？ 

議事進行は委員長で

なく事務局        

 

「新型コロナ」感染拡大

時の議会運営について審

議した、７月３０日の議会

運営委員会で委員長は、議

会事務局次長の議事進行

による休憩中の審査を提

案。「議事録に残すことが

大事、休憩せずに進行を」

（小池・根岸市議）等の意

見に対し「休憩してやった

方が話がまとまる」（赤羽

市議）との意見がある中多

数で決定。休憩中の審査を

事務局次長が進めました。

この間の運営委員会は、休

憩中審査を事務局中心の

運営で行うという議会の

審議を逸脱した行為が目

に余ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コロナ禍」の９月議会  

再び会期・質問等短

縮の見通し        
 

「コロナ感染」拡大時の

議会は、大幅短縮で運営す

る基本方針が自民・公明等

与党の賛成多数で決めら

れました。本会議でも委員

会でも非公式・非公開・休

憩中の議論が多く、議会の

傍聴・会議録作成など公開

原則を蹂躙する事態の拡

大が、取手市議会の危うさ

を感じざるを得ません。 

６８ｈａの農地を壊し食糧生産

低下と市内の既存商店衰退に拍

車、その上広大な水田の遊水機能

破壊で災害リスクを拡大する桑原

開発。「コロナ禍」でも本年度予算

は調査設計の補助金１億５２００

万円、これまで３億３１４２万円

の市税を桑原開発に投入。「農業で

生計が立たず、後継者不足」農家の

深刻な事態は、政府の輸入自由化

路線等の結果です。 

自給率が４０％以下に低迷する

日本の食料、農業は今、歴史的な危

機に直面し、新型コロナウイルス

感染爆発は、日本の食や農の現状

にも重大な警告を発しています。 

日本共産党は、食料と農地破壊

に反対し、続けられる農業へ、価

格・所得保障と就農者支援等、農業

を地場産業の柱に、位置付けと支

援を行うことを求めます。 

「新型コロナ」ウイルスの感染急拡大で、市民の命と暮しを

脅かす重大事態を迎える中、政治と行政の役割が厳しく問わ

れています。市の「コロナ」対策を促し実行させるべき市議会

が、必要な審議を自粛するのは議会の自殺行為です。 

地方自治法や会議規則を遵守し、市民の声を生かす「コロナ

対策」実施へ民主的議会運営が求められます。 

開会中の会議は議事録が

義務付けられ、休憩中の会

議に議事録を残す義務はあ

りません。地方自治法や会

議規則が適用されないルー

ルなき「会議」です。 


